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3 自作手順紹介 PA R T

CPUの裏を見ると，1か所だけ
ピンが欠けている部分がある

（写真では右上）。ソケット側に
も同様に穴がない部分がある
ので，それを目印にする

AMDINTEL

Celeronを含むPentium 4系のCPUは，mPGA478

に装着する。CPUを裏返してピンの配置を見ると，ピン

のない角があるはずだ。CPUソケットの方を見ると，その

ピンのない角に対応していることが分かる。これにより誤

った装着を防止しているのである

まずCPUソケットの脇にあるレバーを，軽く外側に広げ

るようにしながら，90度以上になるよう引き上げる。そし

てCPUをピンで合せながらしっかり差し込む。この状態

でCPUの表面を軽く押さえながらレバーを倒し，CPUが

固定されるようにする。レバーはきっちりロックされるまで

倒すこと。

CPUソケットの確認
Athlon XPは，SocketAという名称のCPUソケットへ

装着する。Pentium 4と同じようにCPUのピン側を見る

と，やはりピンのない角があり，CPUを装着するときの目

安になる

CPUソケットの確認

ソケットのわきにあるレバーを多少外側へ開くようにして，

一杯まで引き上げる。その状態でCPUをソケットに差し

込み，表面を押さえるようにしながらレバーがロックされる

まで戻す。ちなみにAthlon XP系CPUの表面中央にあ

る突起，これはCPUコアと呼ばれるものだ。比較的もろ

い構造なので，CPU取り付け時は慎重に扱うようにしたい。

CPUをソケットに装着するCPUをソケットに装着する
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橋敏也の�自作入門塾 ラクラク 

次にCPU付属のCPUクーラーを載せる。CPUクーラ

ーとCPUがピッタリ密着するように載せるのがコツだ。し

っかり載ったら，固定器具のツメをマザーボード側のフレ

ームと確実に噛み合わせ，2本あるレバーをそれぞれ反対

側に倒してCPUクーラーを固定する。あとはCPUクーラ

ーの電動ファンから伸びているケーブルを，マザーボード

上のコネクタに接続する。これを忘れると熱処理がうまく

行かないので，絶対忘れないこと。

次にCPUとCPUクーラーを密着させ，効率よくCPU

の熱をCPUクーラーに伝えるシリコングリスをCPUの表

面に塗る。コツは薄く均等に塗ること。名刺の角などを

使ってもいいが，指の腹で丹念に広げてもいい。なお，

製品によってはシリコングリスの代わりに黒いシールのよ

うなものが貼られているが，この場合はグリスを塗る工程

を省いてCPUクーラーを取り付けていい。

シリコングリスを塗る
Athlon XPの場合は，CPU表面全体にシリコングリスを

塗る必要はない。CPUコアの表面だけを覆いつくすよう

に，薄く均等に塗るのがコツだ。なお，CPUクーラーが

CPUとは別に販売されているように，シリコングリスも単

体で販売されている。CPUの着脱を頻繁に行うなら，シ

リコングリスを購入しておこう。

シリコングリスを塗る

CPUクーラーを装着する

Athlon XPの装着は，ソケットのツメに金具を引っかけ

て固定する（一部，異なるタイプもある）。この金具をツメ

に引っかけるさいにはマイナスドライバーの先を使うのだ

が，固定金具が固いと力の入れすぎでドライバーの先が

滑ってマザーボードを直撃，壊してしまうことがあるので，

十分注意しよう。さらにAthlon XP系CPUは，先ほども

書いたがCPUコアがデリケートだ。CPUクーラーの底面

をCPUコアの角へ無

理に押しつけて破損

する，という事故もあ

るので充分注意しよ

う。CPUクーラーの装

着が終ったら，あとは

Pentium 4 同様，電

動ファンのケーブルを

マザーボード上のコネ

クタへ接続する。

CPUクーラーを装着する
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STEP

2 メモリの取り付け AMDINTEL

まずは P4C800 上のメモリスロットを確認してみよう。

P4C800にはDDR400に対応したメモリソケットが4本用意

されており，ここにメモリを2 本セットでマニュアルの指示ど

おりに装着すると，デュアルチャネルで使用できる。デュアル

チャネルはメモリへ高速にアクセスする方法なので，システム

全体のパフォーマンスを向上させられる。P4C800を使用す

る場合はぜひこのデュアルチャネルを使いたい。面倒に感

じるかもしれないが，今回取り上げたP4C800では，メモリス

ロットが青と黒に色分けされているのは，同じ色（青，または

黒同士）のスロットに差せばデュアルチャネルが有効になる

ということだ。なお P4C800 では，FSB 800MHzと

DDR400 デュアルチャネルの組み合わせ時のみ，インテル

PAT（Performance Acceleration Technology）が有効に

なり，メモリアクセスが通常よりさらに高速になる。

CPUの次はメモリモジュールの取り付けである。マザーボ

ードの今後の主流はデュアルチャネルDDRであることは間

違いなく，今回はハイエンドマザーボードの P4C800と

DDR400を利用して解説している。デュアルチャネルを有効

にするには，同じメモリを2枚セットで，指定されたメモリスロ

ットに装着する必要がある。

Athlon XPでも，nForce2-STを搭載したA7N8Xがデュ

アルチャネルDDR400をサポートしている。こちらの場合も，

同じ色のメモリスロットに同じメモリを差したときに，デュアル

チャネルが有効になる。ただしこちらの場合，3本しかスロッ

トがないので青のメモリスロットに差すことになる。

2本のメモリモジュールがデュアルチャネルで動作するよう

に，青いメモリスロットにそれぞれ装着する。メモリモジュール

の接点部分には，中央よりズレた場所に切り欠きがある。こ

の切り欠きがメモリスロットの突起と合うようになっているの

で，左右を間違えないように作業しよう。

スロット両端のツメを広げたら，溝に合わせてメモリモジュ

ールを差し込む。メモリモジュールが底に軽く当たったら，真

上から左右均等にグッと力を加える。左右の白いツメが起き

上がってロックされるまで，思い切って押し込もう。

3 自作手順紹介 PA R T

メモリスロットの確認

スロット左右のツメを広げる

メモリの固定
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STEP

3 マザーボードの固定 AMDINTEL

マザーボードを取り付ける前に，本体ケース背面にあるI/O

ポートを，マザーボードと見比べてみよう。するとポートの配

置が異なっていることが分かる。このままでは使えないので，

I/Oポート部分のパネルを，マザーボードに付属したものと交

換しよう。本体ケースに標準付属しているI/Oポートパネル

は，外から内側へ押すことで取り外せる。マザーボードに付

属したものを取り付けるときは，上下を間違えないように取り

付けてほしい。

次に本体ケース内部の，マザーボードを取り付けるパネルに

スペーサーを固定する。今回の本体ケースには，真鍮製で

ねじ込むタイプのスペーサーが複数付属している。P4C800

はスペーサーを10個使って，マザーボードを固定する。実際

のマザーボードの穴と本体ケースの穴を比較して，スペー

サーを取り付けよう。そしてこの取り付けのさいにラジオペ

ンチが登場する。ただし，

締めすぎないように注意

して作業しよう。

マザーボードにCPUとメモリを搭載したら，それを丸ごと本

体ケースの中に入れて固定しよう。作業自体は単純なもの

だが，マザーボード自体が精密電子機器で，その上にCPU

とメモリが搭載されている。十分注意して扱うようにしたい。

スペーサーを取り付けたら，その上にマザーボードを載せるよ

うに置き，ミリネジで固定していく。スペーサーの穴とマザー

ボードの穴が若干ズレるのはよくあること。そういったときは，

マザーボードをI/Oポート側に多少押しつけるようにしてネジ

穴を合わせる。ネジを締めるときは，対角線の順に仮止めを

し，そのあとしっかりと固定するといいだろう。

橋敏也の�自作入門塾 ラクラク 

I/Oパネルの確認と交換

スペーサーの取り付け

マザーボードの固定
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STEP

まずマザーボードを見て，ビデオカードとTV FM CARDを取

り付ける拡張スロットの位置を確認する。ここで使用するビ

デオカードはASUSTeKのV9280Sである。このビデオカー

ドは，ビデオカード専用のAGPスロットに取り付ける。そして

AGPはP4C800に限らず，マザーボード上に1本だけ搭載さ

れている。一方，TV FM CARDはAGP以外の拡張スロット，

P4C800には5本用意されているPCIスロットに取り付ける。

TV FM CARDはどのPCIス

ロットに取り付けてもかまわな

いのだが，作業しやすい場所

にしたほうがいい。カードを取

り付ける位置が決まったら，

拡張スロットのカバー（ブラケ

ット）を本体ケースから取り外

す。ブラケットはネジで固定さ

れており，そのネジは後でカ

ードを固定するのに使用する。

拡張カードはまっすぐ垂直に，スロットの奥までしっかり

差し込む。よくある失敗に，拡張カードがしっかり差してい

なかったというのがあるので注意してほしい。また，マザー

マザーボードを固定したら，次はマザーボードと本体ケー

スにまたがって固定する拡張カードを取り付けよう。ここで

はは画面表示を担当するビデオカードと，PCにテレビ機能

とラジオ機能を追加するTV FM CARDを取り付ける。拡

張カードはPCIスロット（マザーボードの白いスロット）に取

り付けるのだが，基本的に手順はすべて一緒だ。後から拡

張カードを追加して，機能を強化するときも同じ手順を踏め

ばいい。

ボードによっては，AGPスロットにビデオカード固定パーツ

を搭載したものがある。そういった場合は，レバーを倒して

からカドを差して，レバーが起き上がってカードが固定され

るまでを押し込む目安にするといい。

後はブラケットを固定したネジを元に戻して終了だ。なお，ビ

デオカードにはディスプレイを接続するコネクタの接続，TV

FM CARDには音声を伝えるための配線，リモコン操作用の

配線などがある。これらは付属のマニュアルを参照して作業

してほしい。

3 自作手順紹介 PA R T

ブラケットの取り外し

ネジを締めて固定する

4 拡張カードの取り付け AMDINTEL

カードの装着
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STEP

HDD には，IDEと

Serial ATA 接続の2

種類がある。IDE 接続

の場合，HDDはプライ

マリにマスターとして接

続 するので，まず は

HDDの背面にあるジャンパスイッチをマスターに設定しよう。

通常，購入したばかりのハードディスクドライブはマスターかケ

ーブルセレクト（CableSelect）に設定されている。ジャンパス

イッチのマスター設定の方法は，HDDのラベルに記入されて

いる場合がほとんどだ。それを見て，まずマスターに設定しよ

う。Serial ATA接続の場合はもっと簡単で，専用のケーブル

でHDDとマザーボードをつなぐだけでいい。

ドライブの取り付け方法は，本体ケースによって異なる

場合が多いので，ここでは光学ドライブ，HDD，FDDの3種

類の取り付け方法を説明しよう。

HDDと光学ドライブは，事前にマスター/スレーブ設定と

いう準備が必要だ。どちらも接続する規格はIDEと呼ばれ

るもので（光学ドライブは厳密にいうとATAPI規格），この

規格ではケーブル1本に最大2台のドライブを接続できる。

そして1本のケーブルに2台のドライブを接続する場合は，

一方をマスターに，もう一方をスレーブに設定してやらなく

てはならないのだ。

マザーボード上には，IDEのコネクタが二つ用意されてい

る。従ってIDEだけで最大 4 台のドライブを接続できる訳

だ。マザーボード上に二つあるIDEコネクタは，それぞれプ

ライマリ，セカンダリと呼 ばれる場 合 が 多 い。また，

P4C800の場合はSerial ATAも装備しているので，さらに2

台のドライブを接続できる。なお，光学ドライブとFDDは

取り付けにミリネジを使用し，HDDはインチネジを使用する

（p.12コラム参照）。

FDDには設定がないので，

そのまま取り付けていいのだ

が，ケーブルを差す方向に注意

したい。取り付け前にフラットケーブルを接続するコネクタを

よく見て，「1」や「2」，「▲」のような印のある側を確認してお

こう。この印は，フラットケーブルを接続するための基準とな

るからだ。

フラットケーブルはマザーボードに付属するものを使用す

るが，ドライブにはねじれのあるほうの端のコネクタを使用す

る。ふつうはコネクタに突起があり，逆差しができないように

なっているが，もしコネクタに突起がなく，どの方向に差せば

いいか分からない場合は，１番ピンを基準にする。ラインの

どちらか一方に印があるか，ライン自体が赤く塗られているは

ずだ。そちら側が1番ライン，1番ピンという印なのだ。

光学ドライブもIDEコネクタへ接続する。先ほども触れた

が光学ドライブの規格はATAPIと呼ばれるのだが，この

ATAPI 規格はIDEに内包されるものである。両者はほぼ同

じものと考えてもいい。

ここでは，光学ドライブはマザーボードのセカンダリマスター

に設定して接続する。光学ドライブは，背面のIDEコネクタの

隣にあるジャンパスイッチで設定を行なう。違う場所にあると

きはMA（＝マスター）にジャンパを差せばいい。ちなみに，ベ

アボーンなど省スペースPCで1本のケーブルにHDDと光学

ドライブを接続する場合，SL（＝スレーブ）に設定してIDEケ

ーブルのスレーブ側コネクタに接続しよう。分からない場合は，

CS（＝ケーブルセレクト）に設定しても問題は起きない。

光学ドライブ

5 ドライブの取り付け AMDINTEL

HDD

FDD
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STEP

本体ケースから伸びているスイッチやLEDランプ，スピーカ

ーのコネクタをマザーボードのピンヘッダに接続する。LEDラ

ンプには極性があるので，マザーボードのマニュアルで確認し

て差し込もう。ちなみに本体ケースから伸びているコネクタの

ケーブルは通常，白か黒のラインが「－」，赤か白黒以外のラ

インが「＋」である。LEDランプは極性を間違えると光らない

が，壊れたりしないので落ち着いて差し直せばいい。

マザーボード，拡張カード，ドライブ類を取り付ければ，組み

立て完了まであと少し。マザーボードやドライブに電源コネ

クタを差し込み，ドライブとマザーボードをケーブルで接続す

れば終了である。

3 自作手順紹介 PA R T

マザーボードと本体ケースの接続
FDDの配線は，電源とフラットケーブルだけである。電源

コネクタは小さな４ピンのほうを使用する。先に説明したよう

に，ケーブルの方向を間違えないように気をつけよう。

マザーボードに電源ユニットから伸びているATX電源コネ

クタと，＋12Vパワーコネクタを接続する。どちらも形状がほ

かとははっきり異なっており，差す方向も決まっているので安

心だ。どちらもしっかり奥まで差してあることを確認しよう。

FDDの配線

配線が終わると，本体ケースの内部は，ケーブルでかなり

混雑しているはずだ。機能に支障がなければそのままでもい

いのだが，ある程度整理したほうがトラブルを未然に防げるし

気持ちもいい。ケーブルの整理には市販の結束バンドなど

が役立ってくれる。コツとしてはある程度余裕を持たせて，無

理な力をケーブルに加えず整理するということだ。ケーブル

を整理すれば，本体ケース内部の空調が妨げられ，熱がこ

もることを避けられるのだ。

ケーブルを整理する

マザーボードの電源を接続する

HDD/光学ドライブの配線は，電源コネクタとフラットケー

ブルを使用したマザーボードとの接続である。マザーボード

に付属しているフラットケーブルは2 種類付属している場合

があるが，ラインの目の細かいほうをHDDに使わないと性能

がフルに発揮されないので注意が必要だ。ただ，今回使用

したP4C800のように，ケーブルに接続すべきドライブが明

記してれば問題ない。ケーブルに書いてあるドライブを接続

しよう。電源コネクタは，電源ユニットから伸びている4ピ

ンコネクタの大きなほうを接続する。

HDD/光学ドライブの配線

6 配線と収納 AMDINTEL
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STEP

7 BIOSのセットアップとOSインストールの準備
AMDINTEL

BIOSの画面を呼び出すにはPCが起動し，システムの呼

び出しが始まる前に［DEL］キーを押す。BIOSの設定が起

動すると，次のような画面が表示される。この画面でBIOS

の設定，すなわちPCの基本的な設定を変更する。

BIOSを呼び出そう

ここまで来たら，あとは OS のインストールを残すのみ。

CD-ROMメディアからOSインストールプログラムが起動し

たら，あとはその指示に従えばいい。さらにOSのインストー

ルが完了したら，次にマザーボード，ビデオカード，拡張カー

ドなどのドライバと付属ソフトをインストールしなくてはならな

い。この作業が終わって初めて，自作マシンはPCとして完

成したことになるのだ。

最後のひとふんばり！
OSをインストールしよう！

OSをインストールするのに便利なよう，起動ディスクを変

更しよう。左右の矢印キーを操作して，メニューバーの「Boot

Menu」（画面上では Boot）を表示しよう。画面が Boot

Menuになったら，メニュー内の「Boot Device Priority」（起

動デバイスの順番）にカーソルを合わせて［Enter］キーを押

す。「1st Boot Device」にカーソルを合せ［Enter］キーを押

すと，デバイスの一覧が表示される。その中から光学ドライ

ブを選択し［Enter］キ

ーを押す。これで最初

に起動を試みるドライ

ブが光学ドライブに設

定できた。

光学ドライブを起動ドライブに設定する

BIOSの設定が終ったら［F10］キーを押し，「Save & Exit」

を実行する。すると画面には「Save～」というメッセージが表

示されるので，「Ok」

にカーソルを合わ

せて［Enter］キーを

押す。マシンが再

起動し，BIOSの設

定が反映された状

態で起動する。

BIOS設定の終了

動 作 確 認 を す る

接続し忘れたケーブルはないだろうか？

逆に接続したコネクタはないだろうか？ そ

もそもコネクタは正しく差さっているだろう

か？ 初めての自作だと，何度確認しても不

安が消えることはないだろう。まずキーボード，

マウス，ディスプレイを背面のI/Oポートに接

続しよう。PS/2対応のキーボードとマウスを

使用する場合は，ポートの形状が一緒なの

でコネクタの色を確認するようにしたい。

最低限の周辺機器を接続し終わったら，

電源ユニットのメインスイッチをオンにしよう。

「Ｉ」のマークがオン，「Ｏ」のマークがオフだ。

メインスイッチが入ったら，いよいよ緊張の初

始動である。本体ケース前面にある電源ス

イッチを，軽く一回押す。電源が入ってドラ

イブなどが動きだし，画面にマザーボードの

ロゴが表示され，ビープ音と呼ばれる確認音

が「ピッ」と鳴ったら大成功である。

一方，ビープ音が「ピッ」ではなく，「ピーッ

ピッピッ」といったように連続して鳴る場合

は，どこかにトラブルがある。また，FDDの電

源ランプが点灯したままになるといったトラ

ブルも多い。こういった状況になったら，い

ったん電源を切って，配線やパーツの取り付

け状況を確認しよう。電源を切るには，電源

スイッチをしばらく押し続けるか，電源ユニッ

トのメインスイッチを切ればいい。

もし電源スイッチを押しても電源が入らな

い場合は，まず本体ケースの電源スイッチの

コネクタが，ちゃんと正しい位置に接続されて

いるかを確認する。それでも電源が入らない

場合は，CPUやメモリの取り付け状況，マザ

ーボードへの電源配線などを，もう一度じっ

くり確認しよう。コネクタがしっかり差さって

いなかったとか，コンセントが入っていなかっ

たというのも，実はよくある話なのだ。

Column
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P4G8X P4C800

P4S8X-X
Xシリーズ�

Xシリーズ�

Xシリーズ�

P4XP-X

P4PE

P4B533

Intel E7205，ICH4，FSB 533/400MHz，HT対応，PC2100×2ch，AGP 8X，�
Serial ATA，USB 2.0，IEEE 1394，RAID 0/1，1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

Intel 845PE，ICH4，FSB 533/400MHz，HT対応，PC2700，AGP 4X，
USB 2.0，5.1chサウンド（オプション：1000BASE-T LAN）�

Intel 845E，ICH4，FSB 533/400MHz，HT対応，
PC2100，AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

SiS648，SiS963，FSB 533/400MHz，HT対応，PC2700，AGP 8X，
USB 2.0，5.1chサウンド�

Intel 845D，ICH2，FSB 533Max/400MHz，PC2100 DDR SDRAM＋PC133 SDR SDRAM，
AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

P4S533-X SiS645DX，SiS962L，FSB 533Max/400MHz，HT対応，PC2700 DDR SDRAM＋PC133 SDR 
SDRAM，AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

Intel 875P，ICH5，FSB 800/533MHz，HT対応，
DDR400×2ch（ECC対応），AGP 8X，CSA，PAT，

Serial ATA，USB 2.0，RAID 0/1，1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

P4P800 Springdale-PE，FSB 800/533MHz，HT対応，
DDR400×2ch，AGP 8X，CSA，Serial ATA，

USB 2.0，RAID 0/1，1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

P4P8X Springdale-P，FSB 533/400MHz，
HT対応，PC2700×2ch，AGP 8X，

Serial ATA，USB 2.0，5.1chサウンド�

P4S8X SiS648，SiS963，�
FSB 533/400MHz，

PC2700，AGP 8X，USB 2.0

P4SE/U2 SiS645，�
SiS961B/962L，�

FSB 400MHz，PC2700，AGP 4X

P4B266-C/SE Intel 845D，ICH2，�
FSB 400MHz，PC2100，AGP 4X

P4SDX SiS655，SiS963，FSB 533/400MHz，HT対応，
PC2700×2ch，AGP 8X，Serial ATA，USB 2.0，

IEEE 1394，RAID 0/1，1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

2002年 12月� 2003年 1月� 2月� 3月� 4月� 5月以降�

P4GE-V/VM Intel 845GE，ICH4，FSB 533/400MHz，HT対応，
PC2700，AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

P4B533-VM Intel 845G，ICH4，FSB 533/400MHz，HT対応，
PC2100，AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

P4BGL-MX Intel 845GL，ICH4，FSB 400MHz，
PC2100，AGP 4X，USB 2.0

P4S533-MX SiS651，SiS962L，FSB 533/400MHz，PC2700 DDR SDRAM＋PC133 SDR SDRAM，
AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

P4S533-VM SiS651，
SiS962L，�

FSB 533/400MHz，PC2700，�
AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

P4SGL-MX SiS650GX，
SiS962L，�

FSB 400MHz，PC2700，AGP 4X，
USB 2.0

P4P800-V/VM �
�

Springdale-G，FSB 800/533MHz，
HT対応，DDR400×2ch，�
AGP 8X，CSA，USB 2.0，
1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

2002年 12月� 2003年 1月� 2月� 3月� 4月� 5月以降�
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RAM Int Buffered iSSE2�
Bandwidth(MB/sec)

RAM Float Buffered iSSE2�
Bandwidth(MB/sec)

グラフ2　Sandra 2003 Standard

0 600050004000300020001000

4853

4550

4862

4532

640×480ドット��
（32ビットカラー・��

32ビットテクスチャ・��
ソフトウェアT&L）�

1024×768ドット�
（デフォルト設定）�

グラフ4　3DMark2001 Second Edition

0 150001250010000750050002500

7599
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13248

Internet Content Creation

SYSmark2002 Rating

Office Productivity

グラフ1　SYSmark2002

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

CPU Score

グラフ3-2　3DMark03

0 100 200 300 400 500 600 700

661

649

1024×768ドット�
（デフォルト設定）�

グラフ3-1　3DMark03
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1655

1622

P4C800 Deluxe D875PBZ
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215

P4C800 Deluxe
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A7V8X

A7S333

A7N266-VM

A7V8X-X

A7S266-VM/U2

SiS745，FSB 266MHz，PC2700，AGP 4X，5.1chサウンド�

SiS740，SiS962L，FSB 266MHz，PC2100，USB 2.0，4chサウンド�

nForce 220-D，MCP-D，FSB 266MHz，PC2100，AGP 4X，5.1chサウンド�

Apollo KT400，VT8235，FSB 333/266MHz，PC2700，AGP 8X，USB 2.0，5.1chサウンド�

Apollo KT400，VT8235，FSB 333/266MHz，
PC2700，AGP 8X，Serial ATA，USB 2.0，

IEEE 1394，RAID 0/1，1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

A7S266-VM SiS740，
SiS961B，�

FSB 266MHz，PC2100，4chサウンド�

A7N8X nForce2-ST，MCP-T，FSB 333/266MHz，DDR400×2ch，�
AGP 8X，Serial ATA，USB 2.0，IEEE 1394，RAID 0/1，

100BASE-TX LAN×2，5.1chサウンド�

A7V333 Apollo KT333，VT8235，�
FSB 333/266MHz，PC2700，�

AGP 4X，USB 2.0，5.1chサウンド�

A7V600 Apollo KT600，VT8237，�
FSB 400/333MHz，DDR400，

AGP 8X，Serial ATA，USB 2.0，IEEE 1394，
1000BASE-T LAN，5.1chサウンド�

2002年 12月� 2003年 1月� 2月� 3月� 4月� 5月以降�

Xシリーズ�
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パフォーマンス
至上主義だ�

コストを�
度外視しても
性能を追求�
したい�

CPUの数は�
多ければ�
多いほどいい�

オンボード�
ビデオ機能は
必要だ�

メモリを�
使うなら断然�
DDR SDRAMだ�

AMDより�
インテルのほうが好き�

手持ちの�
FSB 533MHz版
Pentium 4や�
DDR SDRAMを
流用したい�

P4P800-VのmicroATX版の�

マザーボードに�
コストが多少�
かかってもいい�

拡張性よりも�
省スペースを�
とりたい�

Pentium 4より�
Athlon XPの�
ほうが性能が�
高いと思う�

ゲームは�
あまりやらないので�
内蔵ビデオ機能で�
十分だ�

FSB 333MHz版�
Athlon XPも�
使いたい�

拡張性は�
犠牲にしても，�
省スペース性を
優先したい�

P38PP-DLW
ビデオカードが必要なら�

P38PU-DLS
AGPスロットが不要なら�

P34
P4C800 Deluxe

Pentium 4でパフォーマンスを�
追求するなら�

PC2700 DDR SDRAMの�
2chなら�
� P35P4P8X

P36
P4G8X Deluxe/P4G8X

PC2100 DDR SDRAMの�
2chで十分なら�

P36
P4SDX

P40P4P800-VM

最新スペックにビデオ
機能も装備した�

P35P4P800-V

Athlon XPでパフォーマンス�
を追求するなら�

P39

A7N8X Deluxe/A7N8X

インテル�
エクストリーム�
グラフィックス�
内蔵のIntel 845GE�
を搭載した�

P37P4GE-V

Apollo KT400搭載で
BartonコアAthlon 
XP対応済みの�
� P42A7V8X-X

ATXマザーなら
SiS745搭載で
PC2700対応の�
� P39A7S333

microATXなら�
グラフィックス�
機能も内蔵の�

P41A7N266-VM

P4S533-MX
Pentium 4派なら�

P40

A7S266-VM/U2
Athlon XP派なら�

P41

P4XP-P

インテル�
チップセットながら�
DDR/SDR両対応の�
� P42

P4S533-X

PC2700を�
使いたいなら
SiS645DX搭載の�

P42

定番チップセット�
Intel 845PE搭載の�
�

P37
P4PE Deluxe/P4PE

コストを抑えたいなら
X-Seriesで�
Hyper-Threading�
テクノロジー対応�
� P42P4S8X-X

FSB 800MHz，�
DDR400×2ch対応の�

P39

P4P800 Deluxe/P4P800

FSB 533MHz版Pentium 4と�
デュアルチャネルの�
PC2700をサポートする�

START

YES

NO

ASUS PRODUCT CATALOG
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Pundit

Barebone

Degatto
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Terminator P4 533

Terminator K7 DDR
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P4C800 Deluxe

P4P800 Deluxe/P4P800

Motherboard
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P4P800-V

P4P8X

Coming soon
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P4G8X Deluxe/P4G8X

定番の高性能Intel E7205マザー
今もっとも話題のIntel E7205チップセットを搭

載した「P4G8X」シリーズは，Hyper-Threadingテ

クノロジーとFSB 533MHz版Pentium 4をサポート。

まったく新しいマシンパワーの世界を体感できます。

最大4.2GB/secのデュアルチャネルDDRメモリアク

セスの採用により，とりわけメモリの性能に大きく左右さ

れるアプリケーションでパフォーマンスを発揮。もちろん

AGP 8X，Serial ATA，Broadcom製ギガビットLAN

（Deluxeのみ）といった最先端のオンボードデバイスを

業界に先駆けて搭載。クロックアップ失敗時に自動的

にCMOSクリアが実行されるC.P.R.技術を搭載する

など，ユーザビリティも配慮しています。

ATX mPGA478 Intel E7205 PC2100 GbLAN

P4SDX

PC2700のデュアルチャネルに対応
Pentium 4 対応の mPGA478 マザーボード

「P4SDX」にはSiS655チップセットが搭載されています。

最大帯域幅が 5.4GB/secに達するデュアルチャネル

PC2700 DDR SDRAMやAGP 8Xなど，業界最先端の

技術をサポート。新テクノロジー満載のP4SDXは，抜群

のパフォーマンスとマシンバリューを提供します。SiS 655

では，FSB 533MHz版Pentium 4に対応。また，従来の

AGP 4Xの倍の速度である最大帯域幅2.1GB/secの次

世代グラフィックインタフェース，AGP 8Xを採用して，さら

に高画質なグラフィック機能を実現しました。メモリ性能に

大きく依存するアプリケーションではデュアルチャネルメモ

リアクセスによる高速な処理が行えます。

ATX mPGA478 SiS655 PC2700

Motherboard
マザーボード

●実勢価格：1万5800円前後

●実勢価格：2万7800円前後（P4G8X Deluxe）
●実勢価格：2万4800円前後（P4G8X）

対応CPU

対応メモリ/最大容量

拡張スロット

I/Oパネル
インタフェース

mPGA478版Pentium 4（FSB 533/400MHz）およびCeleron

PC2100/1600 DDR SDRAMを最大4GBまで搭載可能

AGP，PCI×5

PS/2（キーボード/マウス），パラレル，シリアル×2，USB 2.0×4，
マイク入力/ライン入力/ライン出力，1000BASE-T LAN※

対応CPU

対応メモリ/最大容量

拡張スロット

I/Oパネル
インタフェース

mPGA478版Pentium 4（FSB 533/400MHz）およびCeleron

PC2700/2100/1600 DDR SDRAMを最大4GBまで搭載可能

AGP，PCI×6

PS/2（キーボード/マウス），パラレル，シリアル，USB 2.0×4，
マイク入力/ライン入力/ライン出力，100BASE-TX LAN，S/PDIF同軸

※Deluxeモデルのみ，標準モデルは100BASE-TX LAN
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P4PE Deluxe/P4PE

P4GE-V
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PP-DLW

PU-DLS

Motherboard



39

A7N8X Deluxe/A7N8X

A7S333
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P4P800-VM

P4S533-MX

Motherboard
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A7S266-VM/U2

A7N266-VM
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P4XP-X

Motherboard/X-Series

P4S8X-X

P4S533-X A7V8X-X

X-Series



ASUS Unique Features

CrashFree BIOS 2

ASUS Q-Fan Technology

Multi-Language BIOS

C.P.R. CPU Parameter Recall

ASUS EZ Flash

ASUS POST Reporter

ASUS MyLogo 2

43

A

AI Technology
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V9900

V9560

Video Card
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V9520

V9180V9280S/TVD/N/128M



Video Card
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1

2

COLUMN
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3

4
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SCB-2408-D

SCB-1608-D

Optical Disc Drive
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CRW-5224A-U

CRW-5224A



Optical Disc Drive
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DRW0402-P

DVD-E616 CD-S520
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S1N

M2N

Note PC
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Wireless LAN

WL-100G

WL-300G

WL-500G
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WL-200

WL-600

WL-100
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A600

A620

PDA
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